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1.は じめに 本書 の構成

本書は,観 光を文化政策の側面から捉えると

い う画期 的 な試 みを行 ってい る ものである。

従来,観 光 は主 に社会学の研究対象 となってき

た、それが,近 年は地域振興のための経済政策

論,あ るいは地域経営論の一環 として論 じられ

る機会が多 くなった.し か し,文 化創造,伝 統

の保持 ・強化 といった観点 を主軸 に据えて観光

を捉えた ものは恐 らくなかったのではないか と

思われる、その意味で,今 後に新 しい可能性を

拓 くものとして注 目されるべ きだろう。「固有

価値 としての地域文化 を活か したまちづ くり,

地域づ くりにこそ観光振興の要諦があ り,「観

光振興は,観 光客のためな らず』 といっていい

のではないだろうか」 と言い きっているところ

に,編 者の意気込みが感 じられる。

本書の構成は,以 下の通 りである。

ます弟 ⊥鄙i地 域振興 どしての観光文化の振

興」で,観 光に関する概論的な部分が展開され

ている.「 観光 と文化の位相」,「まちづ くりと

観光振興」,「観光文化立国の実現に向けて」と

いった章立てである.こ の中で,観 光は次のよ

うに定義 されている.

「ひとつの国(地 域)の 固有価値 としての文

化 を,さ まざまな諸相からよくみつめ学びとる

ことであると同時に,自 己の地域のかけがえの

ない文化 を外部の人に示 し,み て もらい学んで

もらうという行為である」

これは文化政策的観点から見た,こ れまでに

ない,非 常 に特徴的な定義であ り,こ れまでの

観光研究の観点 に慣れた ものか らすれば,多 少

の違和感を感 じざるを得ないものの,新 たな立

戸 崎 肇(明 治大学商学部)

場を鮮明にした,と て も興味深い定義であると

考える.

また,こ こでは,第4章 に 「田舎町にとって

の観光」 という章が挿入されているのが特徴的

であろう.こ れは恐 らく,次 に都市論が置かれ

ていることに対 しての配慮だと思われるが,章

構成 としては唐突のような感がある.ま た,内

容 も興味深 いものがあるが,「 中山間地域の農

山村社会を称する意味で 『田舎社会』の用語 を

用いる」 とい う定義付けはあるものの,何 をも

って,ど うい う視点か ら 「田舎」を論 じようと

するのかが依然 として不明確であ り,そ の分析

視角をより厳密に追求すべ きであったろう。

以下は,具 体的な地域の観光政策の紹介が続

く.第H部 「都 市を旅す る」 は,「 アーバ ンリ

ゾー ト再考」 「『駅』が街 になる」 「茶屋 町と観

光文化」 とある。 ここからは,都 市部 とみなさ

れる地域の文化政策的 とみなされる観光政策が

具体附に帽介 されている。ひわ湖ホール,高 岡

市の例,茶 屋町としての金沢市の研究などであ

る,ど れ もが興味深い観光政策の実践例となっ

ているが,や は り羅列的な印象 を免れない.都

市について見るとい う点を,何 らかの形で明確

に規定 した上で,各 紹介事例をある程度統一的

に論 じた方が,読 み手の概念把握 につながるの

ではないかと考える.

続いて第 皿部では,「 技 と産業 とい う常在 か

らはじまる観光」 として,「 地域文化の創造 と

観光振興」,「地酒文化 と観光振興」,「陶芸に見

る生活の芸術化」,「見 て学び体験する達人の

技」,第IV部 は 「そ して,も うひ とつの旅へ と

いう題の もとに,「 秀吉の街の博物館都市構想」

「『環境 こだわ り県』の博物館が,地 域観光の拠
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点に」「持続可能なエ コツー リズムを推進す る

まちづ くりの 『場 』」,「農村 に芸術 を訪ね る」

とい った,魅 力 に富んだ章名が並ぶ.そ して,

最終 の第 ・部 では,将 来の観光のあ り方を論 じ

るものとして 「高度情報化社会 と観光」 という

題を設定 し,「 観光 と情報」,「観光情報 とイン

ターネッ ト」,「観光 と福祉,福 祉情報」 といっ

た題が設定されている.

2.抽 象化 ・一般 化の 努力

本書の魅力 は,何 よりも各地の実践例を,新

たな観点から豊富に紹介 している点である.こ

のため,こ れか ら新たな視点で地域振興に取 り

組 もうとする政策担当者や入々にとっては,格

好の手助 けとなる,1つ のツールとなるものと

思われる.

ただし,課 題 としては,何 よりも,こ こで紹

介されている事例を,ど のように抽象化 し,す

こしでも一般的な結論を導 くべ きか ということ

がある.再 度繰 り返せ ば,各 地の様々な取 り組

みを紹介することは,こ れか ら地域振興 を行お

うとするところが,新 たな発想 を見出そ うとい

う意味では大 いに参考 になることは確 かであ

る.し か しなが ら,こ れ らの具体的事例 を透徹

する一貫 した理論 実証 というものを,す くな

くとも最終部で整理 してお くことが必要ではな

いだろうか.エ リア ・スタディーにおいては,

往々にして事実の面 白さゆえに,こ うした抽象

化の努力が疎かにされているように見えてしま

うことが少な くない.こ うした批判に応えるた

めに も,こ れ らの具体例か ら何が言えるかを,

単に読者の判断 に委ねるのではな く,書 き手 と

しての一貫 した視点 を明確 に提示すべ きではな

いか と思う.

3.今 後 のこの研 究分野に期待すること

ここでは文化政策 として観光 を論 じているの

で,当 然のこととはいえるが,そ の文化政策が

最終的に目指すところは何 なのか ということを

再度議論 したい.各 地域固有 の文化の再発見,

継承,維 持 ということであれば,こ こで述べ ら

れている議論は極めて正当なものである.し か

し,こ こに現実問題 として深刻 さを深めている

「地域振興」 とい う言葉を重ねるとき,ど の よ

うな形で文化政策と地域振興が具体的に結び付

くかを,よ り明確に示 して欲 しかった.つ まり,

地域振興が,現 実の場面で何を観光に欲 してい

るか とい うことである.こ の点,日 本の一般的

な現実としては,こ こでマス ・ツー リズムの適

否について論ぜ ざるを得ない.観 光客の数が多

くなって初めて関連産業が生 き残 ることがで き

る面があるということも確かだからである.こ

こでは,観 光産業自体の分析 も求め られること

になる.

さらには,地 域振興が,そ の地域の経済的向

上を維持することを目的 とするのであれば,そ

の経済的向上 とは何なのかということも問題 と

なって くるだろう.も ちろん,理 想的には,地

域経済の 自律的発展,持 続的発展 ということが

目指 されるのであろう.し か し,現 実には多 く

の地域経済が破綻の危機に直面 している.こ の

ため,地 域の要請は多 くの場合,マ ス ・ツー リ

ズムによるわか りやすい地域経済の向上である

場合が多い.こ うした事態 に対する見解 も併せ

て提示すれば,本 書の立脚点がより明快 なもの

として浮かび上がってくるだろう.

本書の最初の方で,学 問の在 り方に関 して白

幡洋三郎氏がいった以下のような言葉を紹介 し

ている.「 『ここが良い,こ こを伸ばせ』が学問

の大事な 目的の一つであ り,『 ここが悪い,あ

そこが悪い』 と指摘するだけでは,た とえ当た

っていた としても,そ れは研究の全段階でしか

ない.」

しか し,こ の言葉が,新 しい領域だか らとい

って,そ こに篭 るといった 「逃げ」にならない

ように願 う―薪 しい分野の開拓には,従 来の見

解 との相克を乗越 えるという大 きなハー ドルが

否応 な く待 ち構 えている.特 にこの分野では,

経済政策的,社 会政策的に論争課題が多 く存在

している.た とえば,観 光政策の推進が文化の
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変質をもたらすことをどう考えるか,と いった

問題である.そ うした論点 との融合 を積極的に

図ってい くことを願 う.観 光学研究における今

後の非常に有望な新分野 として,こ れか らの総

合化,深 化 を期待するものである.
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